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Abstract  In recent years, texting while walking has become a social problem since it causes a lot of traffic accidents. In 

the previous work, we have proposed a method to detect texting while walking by convolutional pose machines. However, 

only a pose of texting while walking has been recognized. In this paper, we propose to incorporate grasped object recognition. 

 

1. はじめに  

歩きながらスマートフォンの操作を行う「歩きスマ

ホ」は，歩行者の周囲への注意度を低下させ，危険で

ある．我々は，安全のため，カメラ映像を用いた歩き

スマホ認識手法を研究している．   

2. 従来手法  

我々は，人物の姿勢を推定する Realtime Multi-Person 

2D Pose Estimation [1]を用いた歩きスマホ認識手法を

提案している [2]．姿勢情報から関節角度を計算し，

SVM によって，対象の人物がスマートフォンを使用し

ているか，また，歩いているかをそれぞれ判別するこ

とで，歩きスマホ認識を行う．しかし，人物がスマー

トフォンを持っていない場合でも，姿勢によって歩き

スマホであると誤認識してしまうという課題がある．  

3. 提案手法  

課題の解決のため，従来手法によって歩きスマホを

していると認識された人物について，把持物体認識を

行う．把持物体認識は，以下の手順による．  

まず，姿勢情報から，人物がカメラ側を向いている

かを判別する．判別は，人物の両肩の座標の比較によ

って行う．人物がカメラ側を向いている場合，姿勢情

報を用い，画像から人物の両手の部分の小領域をそれ

ぞれ切り出す．その後，切り出した小領域に対して学

習済みの Convolutional Neural Network を用い，手にス

マートフォンが握られているかを判別する．スマート

フォンを持っていないと判別された人物については，

歩きスマホをしていないと認識する．  

4. 実験  

3 人の人物をそれぞれ撮影した動画系列に対して各

手法を適用し，2267 フレームについて人物に対する認

識結果を集計した．表 1 に従来手法による結果，表 2

に提案手法による結果を示す．  

結果から，「歩きスマホ」クラスの Precision が向上

し，誤認識が減ったことが確認できる．しかし，Recall

は低下している．  

表 1 従来手法の実験結果  

Class Precision Recall F1-score 

歩きスマホ  0.742 0.775 0.758 

非歩きスマホ  0.804 0.774 0.788 

平均  0.773 0.774 0.773 

 

表 2 提案手法の実験結果  

Class Precision Recall F1-score 

歩きスマホ  0.761 0.571 0.652 

非歩きスマホ  0.702 0.850 0.769 

平均  0.732 0.710 0.721 

 

5. おわりに  

従来手法の課題を解決するため，把持物体認識を用

いる手法を提案した．実験から，歩きスマホをしてい

る人物について Precision の向上が確認できた．今後は，

Recall の低下という課題の解決を目指す．  
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